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第 4 章では，従来の解析方法では取り扱いが極めて困難であった 2 ユニット並列冗長システムに関
する検査方策を取り扱っている。ここでは Kuczuraの創案した区分マルコフ過程を応用することによ
り，定常アベイラピリティを求めるとともに，最適検査方策の存在を与えている。


















(4) 2 ユニット並列'Ji長システムを区分マルコフ過程を用いて解析し 定常アベイラピリティと最適
検査方策を与えている。
以上のように本論文は，システムの信頼性と保全性を綜合する多くの有用な知見を与えたもので，
信頼性工学に寄与するところが大きい。よって，本論文は博士論文として価値あるものと認める。
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